
市民手作りの
自治基本条例ができるまで

２０１０年３月２０日

小平市自治基本条例市民の集い

カット：武蔵野美術大学 視覚伝達デザイン学科



2

・・・私たちのまち、こだいらを

もっともっといいまちにしたい。

私たちはそんな思いで、集まりました。
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２００６年８月 から議論を重ね
『小平市自治基本条例案』

にまとめました。

２００９年１２月 小平市議会で、
可決、制定されました。
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自治基本条例とは？

自分たちのまちは、自分たちで考え、自分たちでつくる。

まちづくりの土台となるルール、それが自治基本条例。

自治 基本 条例

（自ら治めるための） （まちのルール）（土台となる）
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つまり 自治基本条例は

市議会

市民
（学ぶ人、働く人も）

市長
市役所

まちづくりの担い手たちの基本ルール。

まちづくりの担い手たち

農家
商店
企業
・・・

大学
ＮＰＯ
・・・
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自治とは？

●自分たちのことは自分たちで決める。（自己決定）

●決めたことに責任を持つ。 （自己責任）

「地方分権」っていうのは、
まさに「地域が、自治する。」ということ。
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なぜ必要なの？

「自分たちのまちは、自分たちでつくりたい」から

＜これまで＞

中央集権型のしくみ

＜これから＞

地方分権型のしくみ

国

都

市

市
民

市
議
会行

政

国 都

市
民
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「まちづくりの基本のルール」とは？

基本のルール
（自治基本条例）

環
境
基
本
条
例

○
○
条
例

福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
条
例

情
報
公
開
条
例

まちづくり

・・・・・
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小平市では？

「市民の会議」主体で条例案をつくりました

市長
（市議会に
提案）市民の会議

（条例案づくり）

市議会
（審議・議決）

条例
制定
！



小平方式とは？

• １００％公募市民による市民の会議が条例案を
作成

– 市と市民の会議は協定

– 市民意見交換会等で市民の意見を反映

• 市は条文の体裁を整え、市議会に提出

市：市とも意見交換・調整した市民の会議案を議案化

つまり、１００％市民手作り、と言っていいかも
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市民の会議とは？

市の公募による市民の集まり。６１人でスタート。

小
平
市

全体会

運営委員会

第
１
部
会

第
２
部
会

第
３
部
会

昼
間
部
会

広報グループ

起草グループ

代表（３名）

相
互
協
定
に
よ
る

運
営
支
援

前文検討グループ
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小平市では？

どれくらいかかったかというと・・・

市長
（市議会に
提案）

市民の会議
（条例案づくり）

市議会
（審議・議決）

条例
制定
！

１年１０ヶ月

２００６年８月～２００８年５月

１６０回、４８０時間

会員６１名→５４名

市民意見交換会等４１７名、

市民意見３７０件

１ヶ月

２００８年５月

１年８ヶ月

２００８年５月～２００９年１２月

特別委員会（１３名）

１９回 約６０時間

ぜんぶで３年５ヶ月かかりました
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条例案づくりまで

「市民の会議」が、市民の意見を幅広くとりいれて、

条例案をつくりました。

第二次市民
意見交換会

骨子案
づくり

素案
づくり

条例案

・「市民の会議」での会議：１６０回、４８０時間
・市民意見交換会：１２回、２６５人、 ３回、６７人
・フォーラム：８５人

第一次市民
意見交換会
フォーラム

など



自治基本条例「だより」の発行



手作りのチラシ



武蔵野美大（視覚伝達デザイン学科）
とのコラボレーション



武蔵美とのコラボ リーフレット



武蔵美とのコラボ ポスター
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条例の全体像

総則（目的・基本理念・定義）

市民

前文

市議会 市長・行財政

国・都等との関係

条例の位置づけと
見直し

前文から最後まで全部が市民手作り
中身もいろいろな意見を反映しました。
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その中身は

市議会 市長・行財政

参加と協働

コミュニティ

基本原則 市長の責務

市議会の責務 行政のあり方

財政のあり方

市民（権利・責務）

市民投票 議員の責務

市民



前文（抜粋）

• このまちの水と緑豊かな環境や文化を守り、持続可
能なまちをつくり、次世代へ手渡したい

• お互いの人権を尊重し、違いを認め合い、いのちを
大切にする心をはぐくみ平和の実現につくします

• 暮らし、仕事、学び、文化の調和のとれた豊かなち
いき社会を築き、住むことが誇りに思えるまち「こだ
いら」を目指します

• 市政を議会及び市長に信託するとともに、参加や協
働を通じて、市民自治のまちづくりを進めます



ちょっと中をみてみると

市民 市議会 市長・行財政

市民投票

地域コミュニティ

市議会の使命 市長の使命

議員の使命 行政のあり方

財政のあり方

市政に参加する権利

＃１１ 高齢者、障がい者、子どもな
ど市民だれもが市政に参加すること
ができるように工夫する。



ちょっと中をみてみると

市民 市議会 市長・行財政

市政に参加する権利

市民投票

コミュニティ

市議会の使命 市長の使命

議員の使命 行政のあり方

財政のあり方
＃１０ 市政への参加の機会の保障
＃１２ 地域の様々な課題の解決に向けた協働



ちょっと中をみてみると

市民 市議会 市長・行財政

市政に参加する権利

市民投票

コミュニティ

市議会の使命 市長の使命

議員の使命 行政のあり方

財政のあり方

＃１６ 市はコミュニティ活動の役割と自主性
を尊重し、必要な支援を行う



ちょっと中をみてみると

市民 市議会 市長・行財政

市政に参加する権利

市民投票

地域コミュニティ

市議会の使命 市長の使命

議員の使命 行政のあり方

自治推進委員会

財政のあり方
＃１７ 市民に開かれた、わかりやすい議会に
＃１８ 会議の公開、情報の提供、説明責任
＃１９ 政策の提言及び立案



ちょっと中をみてみると

市民 市議会 市長・行財政

市政に参加する権利

市民投票

コミュニティ

市議会の使命 市長の使命

議員の使命 行政のあり方

財政のあり方

＃２９ 市政運営の評価、検証、公表
＃３２ 財政状況を分かりやすく公表



内容の特色

• 自治の理念と進め方にしぼった

自治のありかたを定めた手続き条例といえる

• 市民の思いをこめた前文

• 参加と協働の具体的な規定

• 行財政規定の明記

• 議会や市長の役割規定の明記

（議会の詳細規定は避け議会自らによる改革を期待）

• 突出、先駆的というより、成熟度・バランスの高
い条例（＝こだいららしさ？）



進め方の特色（小平方式）

• １００％公募市民による市民の会議が条例案を
作成

– 市と市民の会議は協定

– 市民意見交換会等で市民の意見を反映

– 市とも意見交換・調整し、市民の会議案に

• 市は条文の体裁を整え、市議会に提出



「熟議」はできたか？

熟議：相互理解、創造、合意形成のプロセスといわ
れるが・・・

• 会則等ができるまでに５ヶ月かかった

• 多数決は極力避けた

• 話がもどることも恐れなかった

• 「意見は違うが理解はする」も

熟議の一部

• 最後の全体会では、条例案全体を

全会一致で採択



メンバーの声

• 素晴らしい仲間ができた

• 意見の違う市民が話しあい、決めていく過程が住民
自治そのもの

• こんなやりかたは初めて。全国で初めて？

• 「市民」とは小平市の住民だけ？

もっと議論したかった

環境権等、幸福追求権等も議論したかった

• ともかく市民自治の第一歩として

踏み出した

・・・・・・



31

条例案から制定まで

市議会では、徹底した議論がなされました。

本会議
採決

条例案
提出

特別委員会
条例
制定

本会議
特別委員会

設置

１年８ヶ月

２００８年５月～２００９年１２月

特別委員会（１３名）

１９回 約６０時間



市議会

○特別委員会（１９回）

• １７回が質疑

• １８回目で、修正案提出

• １９回目で、討議（会派意見表明）、採決（修正案、原案）

○本会議（２００９年１２月）

・委員長報告、総括質疑、討議（会派意見表明）

・採決（修正案、委員長報告案）

原案可決：賛成１９、反対８



市議会

条例案について様々な意見が出た。

全会一致とならなかったが、原案を可決

どう考えるか・・・

・市民の会議案と作成過程を尊重いただいた

・議会改革の気運にもつながった



条例案提出後、市民の会議は

• 条例制定まで：

市民の会議は条例の制定を見守る活動に。

記録誌の編集も。

• 条例制定後：

「市民の会議」は解散、記録誌の発行等を行う

「市民の集い」に



詳しくは記録誌で！

『市民がつくった 自治基本条例』

ｂ５版 ７０頁 頒価：５００円

ご注文は、氏名、住所、電話番号、メールアドレス、
冊数を記載して、下記へ

〒817-0041 東京都小平市美園町

１－１５－２－５０１ （橋本）

mail: hashi@feel.ocn.ne.jp

Tel： ０９０－３２３７－７５３８

Fax： ０４２－３４７－０２６０

HP: http//www.kodaira.sblo.jp
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ありがとうございました

自治基本条例をまちづくりに活かすのは
これからです。

もっともっといいまちに


